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Reika Nasuno and Yumi Ishida 
 
In this study, we used Kinetic Family Drawing (KFD) and question sheets to examine the 
influence family support had on stress and the tendency toward school refusal for 254 junior 
high school students. Results suggest that family support indirectly reduced the students’ 
tendency toward school refusal by alleviating stress in their everyday lives. Next, we divided 
the students into groups by the degree of family support they received, the stress they felt, and 
their tendency toward school refusal. Then, we looked at the unique features of each group’s 
KFD and examined whether KFD was useful for understanding how the students felt about the 
support they received from their families. The results indicate that the factors “omission of the 
father’s image”, “intercommunication of the family’s image” and “intercommunication of the 
family’s image through talking” were useful for understanding how the students felt about the 
support they received from their families. We believe that providing support to junior high 
school students based on the presence or absence of these indicators may help prevent 
students’ tendency toward school refusal. 
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描画法の 1 つに，動的家族描画法 (Kinetic Family Drawing) がある。Burns & Kaufman (1972 加藤・
伊倉・久保訳 1998) が開発した描画法であり，「自分を含めて家族が何らかの行為・動作をしてい
るところ」を描くように求めることで家族成員の描写が多様なものになると考えられている (日比，
1986)。また，石川 (1984) によると，教示が非動的な家族画よりも動的な KFD の方が，テストとし
て多量の有益な情報を掲示すると見なされている。動的な家族成員を描くよう促すことで，人物像
の大きさとその順序や，画面上での位置などについての多様性が生まれてくる。  








に捉えることが出来ると考えられる。平田・比嘉 (2014) によると，KFD は特に言語による表現が
苦手な子どもの手助けになり，また子どもが質問紙などで家族に関することを答える際に意識的に
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が KFD に表現されることが示唆された。質問紙と KFD を用いて実際の家族サポートの様態を検討




研究では家族サポートと関連があると想定される以下の 6 つの指標を扱うこととする。 

























































 広島県内の公立中学校 2 校に通う生徒 1 年生から 3 年生 254 名を対象に調査を行った。その内，
質問紙の分析はデータに欠損のあった 16 名を除いた 238 名 (男子 114名，女子 123 名，不明 1名) の
データを対象とした。KFD の分析は描画を描いていない 58 名を除いた 196 名 (男子 88 名，女子 107
名，不明 1 名) のデータを対象とした。 
2．調査期間 




不登校傾向，精神・身体症状を伴う不登校傾向，在宅を希望する不登校傾向の 4 因子 13 項目から成
る。「あてはまらない」から「あてはまる」の 4 段階で回答を求めた。 
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②日常ストレッサー尺度 
 西野・小林・北川 (2009) が作成したものであり，友人関係，学業，家族の 3 因子 16 項目から成
る。高い信頼性が得られている。各項目について，最近経験したかどうかを 2 件法で回答させ，経
験したと答えた場合には，その出来事を経験したことがどの程度嫌だったかについて「全然いやで
なかった」から「非常にいやだった」の 4 段階で回答を求めた。 
③家族サポート尺度 
萱口・千田・久田 (1989) によって作成された学生用ソーシャルサポート尺度  (The Scale of 




「絶対ちがう」から「きっとそうだ」までの 4 段階で回答を求めた。 
4．使用描画 









方法の説明を依頼した。初めに KFD の教示文を読ませ，KFD を描かせた。その後，絵に関する最










不登校傾向尺度 13 項目について確認的因子分析を行った。十分な因子負荷量 (|.30|以上) を示さ
なかった 2 項目を削除し，11 項目 3 因子を採用した。適合度度指標 CFI=.906，別室登校を希望する
不登校傾向因子α=.783，遊び・非行に関連する不登校傾向因子α=.671，精神・身体症状を伴う不




日常ストレッサー尺度 16 項目について確認的因子分析を行った。十分な因子負荷量 (|.30|以上) 








であると判断されたモデルをパス図に表現した (Figure 1)。モデルの適合度の指標には GFI，AGFI






 調査対象者の不登校傾向，ストレス，家族サポートの程度によって KFD の特徴の違いを検討する
ために，不登校傾向尺度得点，日常ストレッサー尺度得点，家族サポート得点を用いてクラスタ分
析 (Ward 法，平方ユークリッド距離) を行った。その結果，家族サポートがないと感じており不登
校傾向とストレスが高い「家族サポートなし・不適応群」，質問紙では家族サポートがないと回答し
ているものの不登校傾向とストレスが低い「家族サポートなし・適応群」，家族サポートがあると感
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Figure 1. 家族サポートによる不登校傾向軽減モデル 







「共に背面・輪郭」，「片方が横顔で片方が背面・輪郭」の 5 つに分類した。3 群における父，母，
自分，同胞の顔の方向についてχ2検定を行った結果，有意な差は見られなかった (父：χ2=3.854，
df=4，n.s.；母：χ2=7.011，df=4，n.s.；自分：χ2=3.659，df=4，n.s.；同胞：χ2=1.392，df=4，n.s.)。
























































































































 日常ストレッサー得点の平均値は 0.78 であった。日常生活の中でストレスとなりうる出来事を
「経験なし」や「経験あり」でも「全然いやでなかった」から「少しいやだった」の間にいる生徒
が多いと考えられ，今日の中学生の日常的なストレスはそれほど高くないと推測される。しかし，
最大値は 3 であり，「かなりいやだった」から「非常にいやだった」と回答した生徒が 4%存在し，
日常で強くストレスを感じている生徒もいることが明らかになった。 
③家族サポート尺度 
 家族サポート尺度について因子分析を行った結果， 1 因子構造が見出され，「いつでもあなたの
ことを信じてくれている」，「あなたが落ち込んでいると元気づけてくれる」など情緒的サポートが
あることを示す項目から成っている。萱口ら (1989) の学生用ソーシャルサポート尺度の因子構造




 家族サポート得点の平均値は 3.13 であった。「たぶんそうだ」から「きっとそうだ」の間にいる
生徒が多いと考えられ，家族からのサポートを受けることができると感じている中学生は多いと推



































































 以上のことより，家族サポートの認知に乏しく，ストレスと不登校傾向が高い中学生の KFD には
「家族全員」によって相互交流が行われる様子が描かれたり，会話をしていたりする表現が他の中
学生よりも少ないと考えられる。よって，会話などによる相互交流の有無の指標によって，中学生
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